
第3週目の復習

チェックシートに慣れよう！



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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広範な誘導でＳＴ上昇(V 1以外)

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

たこつぼ心筋症
（急性期）疑い
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広範な誘導でＳＴ上昇(V 1以外)



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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肢誘導の低電位
すべての誘導で振幅が≦5ｍｍ

胸部誘導の低電位
すべての誘導で振幅が≦10ｍｍ
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肢誘導の低電位
すべての誘導で振幅が≦5ｍｍ

胸部誘導の低電位
すべての誘導で振幅が≦10ｍｍ

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波低電位

〈Low vo l tage〉

心電図チェックシート心電図チェックシート



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

Ⅱ,Ⅲ , aVF誘導で
異常Q波と冠性T波



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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Ⅱ,Ⅲ , aVF誘導で
異常Q波と冠性T波

亜急性期
下壁の心筋梗塞疑い



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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①広範な誘導でＳＴ上昇(aVRとV1以外)

PR低下

③広範な誘導でＰＲ部分の低下

②TPセグメントが下降傾斜を示す



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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①広範な誘導でＳＴ上昇(aVRとV1以外)

PR低下

③広範な誘導でＰＲ部分の低下

②TPセグメントが下降傾斜を示す

急性心膜炎疑い
〈acute  per i card i t i s〉



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ

Ⅲ
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V3

V4
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V6

①V1 -V 2誘導でJ点が2mm以上上昇(c o v e d型を示す)

②V 1 - V 2誘導で陰性T波がみられる



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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① V 1 - V 2 誘 導 で J 点 が 2 m m 以 上 上 昇 ( c o v e d 型 を 示 す )

② V 1 - V 2 誘 導 で 陰 性 T 波 が み ら れ る



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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S V 1 ＋ R V 5  o r  R V 6 ＜ 3 5 m m
ま た は R V 5  o r  R V 6 ＜ 2 6 m m



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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S V 1 ＋ R V 5  o r  R V 6 ＜ 3 5 m m
ま た は R V 5  o r  R V 6 ＜ 2 6 m m



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅰ誘導が陰性でaVF誘導が陽性



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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V 1からV6、Ⅰ,aVL誘導でST上昇
V1からV4誘導は異常Q波も出現

Ⅱ,Ⅲ , aVF誘導でST低下(鏡面現象)



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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V 1からV6、Ⅰ,aVL誘導でST上昇
V1からV4誘導は異常Q波も出現

Ⅱ,Ⅲ , aVF誘導でST低下(鏡面現象)



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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QRS波の幅が広い(3mm以上)QRS波の幅が広い(3mm以上)

②V5およびV6誘導で、sep ta l  q  waveがない②V5およびV6誘導で、sep ta l  q  waveがない



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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QRS波の幅が広い(3mm以上)QRS波の幅が広い(3mm以上)

②V5およびV6誘導で、sep ta l  q  waveがない②V5およびV6誘導で、sep ta l  q  waveがない



P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波
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P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

STの上昇(J点が1mm以上)がない

6 . S T - Tの確認

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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下に凸のST上昇で、J波が確認される



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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下に凸のST上昇で、J波が確認される



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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V 2からV6 ,Ⅰ , aVL誘導でST低下(鏡面現象)
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート
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②V5およびV6誘導で、S波が広い②V5およびV6誘導で、S波が広い



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

V6

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

V6

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

Ⅰ誘導が陽性でaVF誘導が陰性



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

V6

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

Ⅰ誘導が陽性でaVF誘導が陰性

左軸偏位
l e f t  ax i s  dev iat ion：LAD



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

V4



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

V4

RV5

RV6

SV1

① R V 5  o r  R V 6 ＜ 2 6 m m

ま た は S V 1 ＋ R V 5  o r  R V 6 ＜ 3 5 m m

② ス ト レ イ ン 型 の S T 低 下



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

左室肥大
 l e f t  ventr i cu la r

hypert rophy：LVH
aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

V4

RV5

RV6

SV1

① R V 5  o r  R V 6 ＜ 2 6 m m

ま た は S V 1 ＋ R V 5  o r  R V 6 ＜ 3 5 m m

② ス ト レ イ ン 型 の S T 低 下



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

QRS波の幅が広い(2 .5mm以上)QRS波の幅が広い(2 .5mm以上)

①右脚ブロック(r sR '型) ,

　左脚ブロック(rS型)じゃない

①右脚ブロック(r sR '型) ,

　左脚ブロック(rS型)じゃない

①右脚ブロック(S波が広い) ,

　左脚ブロック(sep ta l  q  wave )じゃない

①右脚ブロック(S波が広い) ,

　左脚ブロック(sep ta l  q  wave )じゃない



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

非特異的
心室内伝導障害 aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

QRS波の幅が広い(2 .5mm以上)QRS波の幅が広い(2 .5mm以上)

①右脚ブロック(r sR '型) ,

　左脚ブロック(rS型)じゃない

①右脚ブロック(r sR '型) ,

　左脚ブロック(rS型)じゃない

①右脚ブロック(S波が広い) ,

　左脚ブロック(sep ta l  q  wave )じゃない

①右脚ブロック(S波が広い) ,

　左脚ブロック(sep ta l  q  wave )じゃない



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

V6

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

V6

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

R波の高さとS波の深さが逆転
したところがV5 -V 6

S波の深さの方が
大きい

R波の高さの方が

大きい



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

時計方向回転
c lockwise  rotat ion：CW

V6

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

R波の高さとS波の深さが逆転
したところがV5 -V 6

S波の深さの方が
大きい

R波の高さの方が

大きい



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

Ⅱ , Ⅲ , a V F 誘 導 で
異 常 Q 波 の み



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

陳旧性心筋梗塞
（下壁）の疑い

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

Ⅱ , Ⅲ , a V F 誘 導 で
異 常 Q 波 の み



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

① V 1 - V 2 誘 導 で J 点 が 1 m m 以 上 上 昇
( s a d d l e  b a c k 型 を 示 す )



Ⅱ誘導で高さが2.5mm以上ない

Ⅱ誘導で幅が3mm以上ない

V1誘導で高さが2mm以上ない

2 . P波の評価

PQ間隔が3～5マス以内

3 . P Q間隔の確認

STの上昇(J点が1mm以上)がない

T波の終わりが、RR間隔中央
の基準線を超えていない

7 . Q T間隔の評価

Ⅰ誘導、aVF誘導がともに上向き

8 . 軸の判定

V1誘導のP波の陰性部分が
横幅と深さを掛けて1以上ない

STの低下(J点が0.5mm以上)がない
Ｔ波が肢誘導で5mm
胸部誘導10mmで未満の陽性波

P-QRS-Tの順番通り

Ⅰ誘導,Ⅱ誘導のP波は上向き

RR間隔が3～5マス以内

1 . リズムと心拍数の確認

幅1mm以上
深さがR波の高さの1/4以上ない

4 . 異常Q波の確認

形に異常がない

幅が3マス以上ない

5 . Q R S波の評価

6 . S T - Tの確認

R波の高さとS波の深さが逆転した
ところがが、V3～V4誘導である

9 . 移行帯の判定

心電図チェックシート心電図チェックシート

ブルガダ型心電図
sadd le  back型 aVR

aVL

aVF

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

V1

V2

V3

V4

V5

V6

① V 1 - V 2 誘 導 で J 点 が 1 m m 以 上 上 昇
( s a d d l e  b a c k 型 を 示 す )



心電図CAMP

おつかれさまでした。


